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～すべては子どもたちのために～
　公益財団法人日本教育公務員弘済会（略称 日教弘）の教育振興事業（奨学事業，教育研究助成
事業，教育文化事業）は“最終受益者は子どもたちであること”を前提として実施してい
ます。
　これからも，未来を担う子どもたちの健やかな成長を願い，事業運営に取り組んでまいります
ので，皆さまの一層のご理解とご支援を賜りますようお願い申し上げます。

　日教弘の教育振興事業（奨学事業，教育研究助成事業，教育文化事業）および福祉事業は，教
弘保険の契約者配当金等により運営されており，日本の教育界に貢献しています。

日教弘の各事業は，教弘保険の契約者配当金等を財源にしています。

ジブラルタ生命日本教育公務員弘済会
お申込やお支払の手続きは，提携保険会社
ジブラルタ生命のライフプラン・コンサル
タントが行いますので，加入後も安心です。

教弘保険加入と
保険金の支払い

70年以上に
わたる提携関係

各種の
教育振興事業・福祉事業

日教弘では，70年以上にわたって日教弘では，70年以上にわたって
ジブラルタ生命と提携してジブラルタ生命と提携して

共済事業（提携保険事業）を共済事業（提携保険事業）を
実施しています。実施しています。

教弘保険は教弘保険は
安心のかたち安心のかたち 安心支える

たすけあいの輪

教職員の皆さま
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随想「再会」
岡山県立岡山操山中学校・高等学校　校長　藤岡　隆幸

　私は教職に就いてから，早いもので35年余とな
り最終盤を過ごしています。行政での勤務や管理
職ともなり，20年余り授業や担任業務を離れてい
ることに一抹の寂しさも覚えます。
　先日，かつての教え子が，本校の中高授業公開
日に家族全員で元気な姿を見せてくれました。実
に25年ぶり。今は小・中学生の親となり，仕事で
は中間管理職として責任ある立場になっていると
聞き，頼もしさを感じるとともに彼の前途にエー
ルを送りました。「先生の授業は…」という話題も
あり，こそばゆくも感慨深い一時となりました。
　また，定時制通信制を退職された先生方の集ま
りがあり，私が夜間定時制に勤めた際の元校長と
30年ぶりにお会いすることができました。20代の
当時，多様な生徒への対応に苦心していた私は，
勤務年数の半分近くを定時制で過ごされ，県の教
育相談部会長であった校長の，教職員や生徒への
言葉がけや接し方，教育に携わる者としての姿勢

に多くのことを学びました。そのことは私のその
後の苦しいときの励みとなりました。
　現在，私は元上司と同じ年齢・立場となってい
ます。当時の上司は私にとってのロールモデルで
したが，はたして現在の私はそうした役割を果た
しているのだろうかと感じます。
　現任校には，高校の全日制・通信制と中学校が
あり，少し前まで小学生だった中１生から大学受
験を控える高３生までがともに学び，日曜日には
通信制の生徒が学びに来ます。それぞれの部署で
教職員は生徒に温かく関わり，様々な挑戦の機会
を用意するなどして成長を後押ししています。
　学校は生徒と教職員，そして教職員同士も信頼
でつながり切磋琢磨し成長する，かけがえのない
時間を過ごす場です。このたびの再会と日々の職
場での関わりを省みながら，次の世代へバトンを
つなぐ役割を果たしていきたいと思っています。



画用紙（8つ切り以上），キャンバス（6～10号）を
横長に使った平面作品
�
クレヨン，パス，コンテ，水彩絵の具，油絵の具など
�
１人１点
�
岡山県内の小学校，中学校，高等学校および特別支援学校等に在学する児童・生徒
�
作品の裏に学校名，学年，氏名，題名を記入し，必ず学校ごとにまとめて「岡山県教育
カレンダー絵画コンクール応募者一覧表」を添付の上ご応募ください。応募者一覧表は，
弘済会報（春号・夏号）に同封し，対象校宛に送付しています。
● 募集要項・応募者一覧表様式はホームページからダウンロードもできます。
　 URL→http://www.okakyoko.or.jp/calendar_boshu.html
�
〒703-8258　岡山市中区西川原255
公益財団法人日本教育公務員弘済会岡山支部　　教育カレンダー絵画コンクール係
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　日教弘岡山支部では，教育カレンダーに掲載する児童生徒の絵画を募
集しています。岡山県の風景，子どもたちの夢や未来のふるさと，学校
での楽しい思い出など，平素の学習の中で指導された作品や夏休みの課
題をふるってご応募ください。

   岡山県教育カレンダー絵画コンクール作品募集中！ 応募締切
11/20（水）

必 着

テ
ー
マ

「
か
が
や
く
岡
山
」

募集対象

画　　材

様　　式

応募点数

応募方法

送 付 先

　本年度末および数年後にご退職の教職員の皆さまを対象に，豊かなセ
カンドライフのためのセミナーを開催します。
　このセミナーは，新たな人生のステージを迎えられる方々にとって生
活設計の指針となる内容で，毎年多くの方々にご参加いただき，ご好評
を得ています。ご都合のつく会場へお越しください。

50代からの「退職準備セミナー」開催のご案内

●教弘保険等，ご退職に伴う保険料払込方法変更手続きの概要
●「岡山教弘友の会（退職会員の会）」の活動内容のご紹介
●専門講師による豊かなセカンドライフのためのセミナー

●�申込書をジブラルタ生命のLC（学校園担当営業社員）へご提出，
　または日教弘岡山支部事務局までメールもしくはFAXください。
　（メール：okayama@okakyoko.or.jp　FAX：086-272-1781）
　※申込書は当支部ホームページにも掲載しています。

総社会場（定員70名）
11月  9日（土）

サンロード吉備路
総社市三須825-1
☎︎（0866）90-0550

受付開始　13：30～
開催時間　14：00～16：30

津山会場（定員70名）
12月  7日（土）

津山市総合福祉会館
津山市山北520

☎（0868）23-5130

受付開始　13：00～
開催時間　13：30～16：00

倉敷会場（定員70名）
  1月11日（土）

ライフパーク倉敷
倉敷市福田町古新田940
☎（086）454-0011

受付開始　13：30～
開催時間　14：00～16：30

参加費
無料

本年度末で
ご退職でない方も
ぜひ
ご参加ください！

主な内容

申込方法

弘済会岡山支部メール

岡山会場（定員各120名）
　

おかやま西川原プラザ
岡山市中区西川原255
☎（086）272-1923

受付開始　13：00～
開催時間　13：30～16：00

カーナビご使用の際は，
所在地での検索をお願い
します。

11月23日（土）
  1月18日（土）
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振教 興育 事 業 の ご 報 告
　令和6年度の奨学事業（貸与および給付），教育団体助成，教育文化助成，研究大会助成，学校研究助成およ
び球根贈呈について，次のとおり決定しました。日教弘岡山支部ホームページ（http://www.okakyoko.or.jp）
では，各団体名，活動・研究テーマも掲載していますので，ご覧ください。

　貸与型の奨学事業は，大学(院)や短期大学，高等専
門学校の４学年以上および専修学校専門課程に在籍
もしくは入学予定の学生を対象に実施しています。
今年度は22名に1,825万円を貸与することを決定し，
日教弘本部より送金されました。

　高校生対象の給付型の奨学事業は，県内の高等学
校および特別支援学校高等部等に在籍する生徒を対
象に，修学支援を目的として実施しています。今年
度は84名に840万円（1名につき10万円）を給付しま
した。

貸与奨学金　22名に1,825万円を貸与 給付奨学金〈高校生対象〉84名に840万円を給付

　県内の教育団体等が行う教育研究活動・教員研修に助成しています。
今年度は18団体から申請があり，選考の結果，18団体に175万円（1団体
につき5～10万円）を贈呈しました。

教育団体助成　18団体に175万円を贈呈

　　　　　　岡山県国公立幼稚園・こども園長会／岡山県小学校長会／岡山県中
学校長会／岡山県高等学校長協会／岡山県特別支援学校長会／岡山県公立小中学
校教頭会／岡山県高等学校教頭・副校長会／岡山県立学校事務長会／岡山県特別支援学校事務長会／岡山県公立高等学校
事務職員協会／岡山県小学校教育研究会／岡山県中学校教育研究会／岡山県高等学校教育研究会／岡山県高等学校定時制
通信制教育振興会／岡山県小・中学校長会連絡協議会／全国公立小中学校事務職員研究会岡山支部／岡山県小学校特別活
動研究会／岡山市小学校長会

助成団体名

　本県の教育文化の発展や青少年の健全な育成を目的に，学校教育や社
会教育等の各分野において，個人または団体（PTA・児童・生徒等の活
動を含む）の研究・活動に助成しています。今年度は47団体から申請が
あり，選考の結果，40団体に330万円を贈呈しました。

教育文化助成　 40団体に330万円を贈呈

　　　　　　岡山県高等学校文化連盟／岡山市立岡山中央中学校／中学生英語暗
唱大会実行委員会／岡山県立井原高等学校／高島公民館高島地域づくり隊／倉敷市立薗小学校／岡山県中学校文化連盟／
岡山市立芳泉小学校／岡山県教育振興会／竜操地域学校応援団／岡山県高等学校教育研究会英語部会／上道公民館学校園
連携実行委員会／余野小学校学校運営協議会／六小学校運営協議会／玉野市特別支援学級保護者の会あすなろ会／岡山市
立蛍明小学校／岡山県立倉敷商業高等学校／岡山県立玉野高等学校／岡山市立馬屋下小学校／中国地区ろう学校体育連盟
／岡山県産業教育振興会／ウィズはぁと／三世代交流ふれ合いフェスタうの実行委員会／田賀屋狂言会／NPO法人国際協
力研究所・岡山／岡山楷の木少年少女合唱団／備中「聞き書き」実行委員会／NPO法人こくさいこどもフォーラム岡山／
おかやま全国高校生邦楽コンクール実行委員会／都山流岡山県支部／さくらんぼ／妹尾ふなめし保存会／子どもの遊びと
手の労働研究会岡山支部／岡山県民俗芸能大会実行委員会／津山市ハンドボール協会／岡山フルートの会／総社ジュニア
コーラス／一般社団法人にいみ木のおもちゃの会／波知獅子舞保存会／バスケットボールキャンプ企画 NEXT DREAM

助成団体名
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　学校園単位の研究活動とその研究の中核となるグループに対して助成しています。今年度は103校園に1,187
万円（1校園につき上限20万円）を助成しました。

学校研究助成　103校園に1,187万円を贈呈

ノートルダム清心女子大学附属幼稚園 岡山市今認定こども園 岡山市灘崎認定こども園 岡山市千種認定こども園 岡山大学教育学部附属幼稚園
総社市立山手幼稚園 岡山市立吉備東幼稚園 備前市立片上認定こども園 岡山市立福田幼稚園 岡山市立操南幼稚園
岡山市立芳明幼稚園 岡山市立旭操幼稚園 高梁市立福地幼稚園 総社市立山田幼稚園 井原市立青野幼稚園
岡山市立桃丘幼稚園 倉敷市立中島小学校 岡山市立鹿田小学校 倉敷市立老松小学校 岡山市立福田小学校
岡山市立御南小学校 岡山市立平井小学校 玉野市立荘内小学校 岡山市立富山小学校 岡山市立浦安小学校
岡山市立御野小学校 倉敷市立帯江小学校 岡山市立西大寺小学校 倉敷市立船穂小学校 岡山市立平福小学校
岡山市立財田小学校 倉敷市立郷内小学校 岡山市立大野小学校 総社市立山手小学校 朝 日 塾 小 学 校
総社市立総社中央小学校 総社市立総社東小学校 里庄町立里庄西小学校 美作市立美作北小学校 岡山市立三門小学校
倉敷市立連島東小学校 倉敷市立倉敷西小学校 倉敷市立箭田小学校 岡山市立彦崎小学校 岡山市立第一藤田小学校
鏡野町立大野小学校 笠岡市立大島小学校 岡山市立西大寺南小学校 岡山市立平津小学校 津山市立大崎小学校
倉敷市立乙島東小学校 岡山市立政田小学校 岡山市立千種小学校 岡山市立第三藤田小学校 岡山市立御津小学校
岡山市立曽根小学校 真庭市立八束小学校 玉野市立日比小学校 岡山市立七区小学校 井原市立木之子小学校
矢掛町立川面小学校 岡山市立御休小学校 倉敷市立連島北小学校 玉野市立大崎小学校 赤磐市立豊田小学校
倉敷市立下津井西小学校 玉野市立山田小学校 岡山市立雄神小学校 倉敷市立二万小学校 真庭市立河内小学校
倉敷市立柳井原小学校 岡山市立五城小学校 岡山市立福渡小学校 赤磐市立軽部小学校 岡山市立角山小学校
真庭市立月田小学校 総社市立池田小学校 高梁市立富家小学校 岡山市立灘崎小学校迫川分校 岡山市立操山中学校
岡山市立高島中学校 岡山市立高松中学校 岡山市立福南中学校 倉敷市立庄中学校 岡山市立興除中学校
就 実 中 学 校 岡山市立御津中学校 井原市立木之子中学校 津山市立勝北中学校 岡山市立足守中学校
瀬戸内市立牛窓中学校 玉野市立日比中学校 岡山市立建部中学校 赤磐市立赤坂中学校 倉敷市立下津井中学校
岡山県立岡山一宮高等学校 岡山県立西大寺高等学校 岡山市立岡山後楽館高等学校 岡山県立高梁高等学校 岡山県立林野高等学校
岡山県立岡山西支援学校 岡山大学教育学部附属特別支援学校 岡山県健康の森学園支援学校

助成金贈呈校園名

　　　　　　指定都市小学校長会研究協議会岡山大会／令和6年度第73回全国へき地研究大会岡山大会研究大会名

　教育関係団体等が2県以上にまたがる研究大会を開催する場合，その経費の一部を助成しています。今年度
は，2件の大会に15万円（1件につき5～10万円）を助成しました。

研究大会助成　2件に15万円を贈呈

　草花を栽培することで学校園の教育環境を整え，園児・児童の健全な育成に資することを目的に，小学校，
幼稚園・認定こども園に球根を贈呈しています。今年度は224校園にチューリップの球根22,400球（1校園につ
き100球）を贈呈することを決定しました。

球根贈呈　224校園にチューリップの球根22,400球贈呈

※チューリップの球根贈呈校園一覧については，
日教弘岡山支部ホームページ

（http://www.okakyoko.or.jp）を
ご覧ください。
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地域とともにある学校

　「社会を明るくする運動（社明運動）」は，すべての国民が犯
罪や非行の防止と立ち直りについて理解を深め，それぞれの立
場において力を合わせ，明るい地域社会を築くための全国的な
運動です。
　本校では，保護司会や更生保護女性会を中心に行われるこの
運動に，生徒会を中心として関わっています。コロナ禍には中
断していましたが，今年度で７回目になります。

●あいさつ運動
　生徒会の取組として，毎月あいさつ運動を行っていますが，
７月には社明運動とタイアップして大々的に行います。一堂に
会した地域の方は，日頃からあいさつや見守りでお世話になっ
ている方ばかりです。着ぐるみのホゴちゃんと握手をする生徒
もいて，朝から和やかな雰囲気に包まれます。

●社会を明るくする運動勉強会
　地域の保護司さんを中心として，安心・安全な地域づくりに
携わる地域の方と代表中学生とが，共に学ぶ機会があります。
社明運動についての説明を聞いたり，一つのテーマでグループ
協議をしたりと，短い時間ですが学びの多い時間です。
　今年度は，「友達が悪いことをしてしまったらどうする？」
というテーマで，大人も中学生も一緒に話し合いをしました。

●地域での啓発活動
　地域のスーパーの入口で，啓発チラシの入った資料を買い物
客に配布する活動を行いました。ボランティア募集に手を挙げ
た生徒は29名。活動場所の関係で22名が参加し，小雨の降る中
でしたが，元気よく挨拶をして声を掛けると，多くの方が足を
止めて話を聞いてくださいました。
　地域の方とのつながりを感じたり，地域に貢献することのよ
さを感じたりと，参加した生徒は様々な学びをしました。

■ 社会を明るくする運動  �

勉強会参加者で記念撮影

協働でのあいさつ運動

勉強会での一コマ

スーパーでの啓発活動

　本校は，赤磐市の中央に位置しており，周囲は田園や山に囲まれた自然
豊かな学校です。全校生徒数は58名と，年々小規模化が進んでいます。校

歌には「五百の健児」という歌
詞があり，かつては多くの生
徒が過ごしたであろう広い校
舎で，生徒達は伸び伸びと過
ごしています。
　また，多くの地域の方が学
校の応援団として，生徒に関
わったり環境を整えたりして
くださっています。校舎外観

松井 啓子 校長
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文
芸
の
ひ
ろ
ば

文
芸
の
ひ
ろ
ば

教
弘
歌
壇

石
井 
宏
幸
選

　

作
品
の
後
に
所
属
・
お
名
前
を

記
載
し
て
お
り
ま
す
。

〈
特
選
〉

二
か
月
の
吾
子
に
聞
か
せ
し「
ぞ
う
さ

ん
」
を
今
は
湯
船
で
一
緒
に
歌
う

倉
敷
・
第
三
福
田
小　

光
本　

智
夏

（
評
）
こ
の
歌
の
根
幹
に
、
国
民
の
愛
唱
歌
と

し
て
の
「
ぞ
う
さ
ん
」
を
置
き
、
さ
ら
に
誰
で

も
口
を
つ
い
て
出
る
「
ぞ
う
さ
ん
ぞ
う
さ
ん
お

鼻
が
長
い
の
ね
そ
う
よ
母
さ
ん
も
長
い
の
よ
」

の
歌
詞
を
一
字
も
書
く
こ
と
な
く
置
い
た
。

　

そ
う
置
か
れ
て
、
湯
船
の
中
で
二
か
月
の
我

が
子
を
顔
と
顔
を
合
わ
せ
る
よ
う
に
抱
き
、
鼻

の
辺
り
が
や
っ
ぱ
り
似
て
い
る
か
も
な
ど
と
得

心
し
て
い
る
姿
が
見
え
て
く
る
。

　

平
易
な
言
葉
で
、
母
と
子
の
幸
せ
の
一
場
面

を
紡
い
で
詩
を
な
し
た
。

〈
佳
作
〉

妄
念
を
取
り
の
ぞ
く
ご
と
コ
ー
ヒ
ー

が
芳
香
誘
い
濾
過
さ
れ
て
ゆ
く

退
職
会
員　

松
元　

慶
子

青
年
に
悩
み
多
か
り
わ
か
き
我
を
救

ひ
し
「
ふ
ぞ
ろ
い
の
林
檎
た
ち
」

山
陽
学
園
高　

土
師　

康
生

黄
金
の
麦
の
穂
う
ね
る
興
除
新
田
干

拓
精
神
今
に
息
づ
く

退
職
会
員　

尾
島　

生
子

〈
入
選
〉

孫
の
声
姿
形
も
似
て
き
た
と
今
朝
も

我
が
子
の
遺
影
に
告
げ
る

退
職
会
員　

桐
野　

忠
夫

こ
ぶ
し
上
げ
雄
叫
び
上
げ
る
生
徒
達

夢
を
叶
え
て
聖
地
へ
向
か
う

岡
山
学
芸
館
高　

三
宅　

洋
広

さ
あ
行
く
ぞ
ス
タ
ー
ト
台
か
ら
飛
び
込

む
か
に
さ
よ
な
ら
決
め
る
二
十
九
の
夏

倉
敷
・
玉
島
西
中　

赤
木　
　

藍

夏
ま
つ
り
空
に
は
花
火
菊
が
咲
き
地

は
盆
踊
り
浴
衣
が
は
ね
る

退
職
会
員　

瀧
口　

静
子

藁
屋
根
に
畔
に
は
野
仏
八
塔
寺
こ
こ

に
は
日
本
の
原
風
景
が

退
職
会
員　

矢
田　
　

寛

な
ぜ
急
に
逝
っ
て
し
ま
っ
た
親
友
よ

既
読
に
な
ら
ぬ
画
面
見
返
す

岡
山
・
財
田
小　

三
好　

隆
志

梅
雨
空
を
見
上
げ
て
い
つ
も
思
い
出

す
父
が
傘
持
ち
立
っ
て
た
姿

退
職
会
員　

西
村　
　

毅

制
服
の
工
場
か
ら
出
た
ハ
ギ
レ
見
て

母
の
手
縫
い
の
制
服
想
う

備
前
・
吉
永
中　

宮
脇　

明
美

大
正
に
生
ま
れ
し
父
の
百
年
後
生
ま

れ
し
孫
も
四
歳
に
な
る

和
気
閑
谷
高　

北
川
久
美
子

夕
暮
れ
の
園
で
ブ
ラ
ン
コ
揺
ら
す
の

は
母
さ
ん
を
待
つ
幼
子
ふ
た
り

勝
央
北
小　

井
上　

孝
子

志
望
校
合
格
し
た
と
教
え
子
の
夜
の

電
話
の
声
も
明
る
く

退
職
会
員　

奥
山　

拓
美

愛
の
無
い
Ａ
Ｉ
ロ
ボ
ッ
ト
戦
闘
犬
無

慈
悲
な
戦
い
ど
こ
に
向
か
う
か

退
職
会
員　

服
部　
　

誠

迸
る
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
の
香
に
溺
れ
杯

を
重
ね
る
呑
兵
衛
夫
婦

退
職
会
員　

渡
辺　

智
子

施
設
に
て
迎
え
に
行
け
ぬ
言
い
訳
を

つ
ら
つ
ら
述
べ
て
息
子
失
格

岡
山
西
支
援　

江
國　

泰
洋

◆
選
者
吟

一
塊
の
大
音
響
の
滝
現
れ
て
わ
が
ま

な
う
ら
を
分
か
ち
落
ち
ゆ
く

教
弘
俳
壇

伊
東　
伸
介
選

〈
特
選
〉

終
戦
忌
わ
が
生
涯
の
句
点
な
り

退
職
会
員　

松
元　

慶
子

（
評
）
選
者
は
父
か
ら
シ
ベ
リ
ア
抑
留
、
母
か

ら
グ
ラ
マ
ン
の
機
銃
掃
射
、
祖
父
か
ら
京
山
の

防
空
壕
、
先
輩
女
性
教
師
か
ら
蒟
蒻
糊
で
紙
を

貼
り
付
け
た
風
船
爆
弾
の
話
を
聞
い
た
。
戦
争

は
身
近
だ
っ
た
。
若
者
が
使
用
す
る
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

な
ど
か
ら
句
読
点
が
消
え
よ
う
が
、
昭
和
世
代

か
ら
戦
争
と
い
う
句
読
点
が
消
え
る
こ
と
は
な

い
。
句
点
は
宣
言
で
あ
り
主
張
で
あ
る
。
終
戦

忌
を
句
点
と
す
る
人
生
を
送
っ
た
人
は
多
い
。

戦
後
教
育
の
句
点
で
も
あ
る
。タ
ゴ
ー
ル
の「
人

間
不
戦
」
終
戦
忌
／
松
本
澄
江

〈
佳
作
〉

優
勝
は
教
頭
プ
ー
ル
納
め
の
日

倉
敷
・
富
田
小　

村
上　

和
美

煙
草
干
し
祖
母
は
姉
妹
と
一
服
す

岡
山
城
東
高　

別
所　

琴
美

大
口
で
空
見
上
げ
た
る
笠
子
か
な

倉
敷
・
西
阿
知
小　

土
師　

宏
文

〈
入
選
〉

ぶ
ら
ん
こ
に
揺
れ
残
し
て
や
風
少
し

津
山
高　

落
合　

範
昭

着
膨
れ
て
ベ
イ
マ
ッ
ク
ス
の
ご
と
き
妻

倉
敷
・
連
島
南
小　

村
上　

昂
平

蝌
蚪
の
口
水
面
の
裏
を
突
っ
突
き
ぬ

退
職
会
員　

貝
畑　

信
行

ぴ
か
ぴ
か
の
恵
比
寿
の
腹
や
夏
社

退
職
会
員　

山
﨑　

淑
加

一
ぴ
き
の
螢
が
誘
う
夜
の
川

退
職
会
員　

奥
山　

拓
美

初
盆
に
白
石
島
の
兄
想
う

退
職
会
員　

西
村　
　

毅

夕
立
晴
互
い
の
絆
い
や
増
せ
り

退
職
会
員　

渡
辺　

智
子

溶
け
な
が
ら
茅
の
輪
く
ぐ
り
て
も
う
一歩

片
上
高　

森　
　

稔
倫

は
つ
夏
の
楽
奏
で
た
り
ラ
ベ
ン
ダ
ー

山
陽
学
園
高　

土
師　

康
生

夕
涼
み
す
る
人
な
く
て
風
去
り
ぬ

退
職
会
員　

尾
島　

生
子

東
雲
の
玉
響
変
わ
る
桃
紫
色

岡
山
・
財
田
小　

三
好　

隆
志

お
疲
れ
と
蟬
の
骸
に
話
し
か
け

岡
山
学
芸
館
高　

三
宅　

洋
広

夏
ま
つ
り
Ｂ
級
グ
ル
メ
や
匂
い
立
つ

倉
敷
・
帯
江
小　

大
林　

俊
彦

せ
み
の
声
被
災
地
し
の
び
胸
い
た
む

美
作
高　

初
川　
　

渉

◆
選
者
吟

結
願
の
二
百
十
日
と
な
り
に
け
り

教
弘
柳
壇

丸
山　
敏
幸
選

〈
特
選
〉

干
渉
と
な
ら
ぬ
間
合
ひ
の
年
の
功

山
陽
学
園
高　

土
師　

康
生

（
評
）
近
年
急
激
に
価
値
観
が
変
わ
り
つ
つ
あ

る
。
親
子
と
言
え
ど
も
意
思
疎
通
が
難
し
い
こ

と
が
多
々
生
じ
る
。
か
と
言
っ
て
遠
慮
し
て
言

い
た
い
こ
と
を
我
慢
し
て
い
る
と
、
か
え
っ
て

状
況
が
悪
く
な
る
こ
と
も
あ
る
。

　

親
子
、
職
場
な
ど
で
も
心
掛
け
次
第
で
切
り

抜
け
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
い
つ
の
時
代
も
難

し
い
の
が
人
間
関
係
だ
。

　

作
者
は
そ
の
辺
の
行
き
違
い
に
干
渉
と
な
ら

ぬ
程
度
に
年
の
功
を
発
揮
し
て
切
り
抜
け
る
と

言
う
。
我
々
の
身
近
の
課
題
を
す
く
い
上
げ
、

そ
の
極
意
を
詠
ん
で
成
功
し
た
。

〈
佳
作
〉

長
袖
は
何
の
鎧
か
補
習
の
子

津
山
工
業
高　

難
波　

宏
子

散
る
こ
と
を
知
ら
ぬ
造
花
の
不
倖
せ

退
職
会
員　

奥
山　

拓
美

硬
い
種
破
る
発
芽
の
や
わ
ら
か
さ

退
職
会
員　

貝
畑　

信
行

〈
入
選
〉

立
ち
上
が
る
チ
ャ
ン
ス
を
く
れ
た
誉

め
言
葉

退
職
会
員　

松
元　

慶
子

夕
立
が
あ
っ
た
昭
和
は
遠
く
な
り

岡
山
一
宮
高　

北
村　

庸
江

の
ど
自
慢
見
る
と
出
る
と
は
大
違
い

岡
山
学
芸
館
高　

三
宅　

洋
広

夢
じ
ゃ
な
い
百
歳
目
指
し
リ
ハ
ビ
リ
す

退
職
会
員　

尾
島　

生
子

耳
鳴
り
の
救
世
主
な
り
蟬
時
雨

退
職
会
員　

渡
辺　

智
子

わ
が
畑
雑
草
の
す
ご
み
に
立
ち
す
く
み

退
職
会
員　

服
部　
　

誠

「
大
丈
夫
じ
ゃ
け
え
」の
言
葉
の
安
心
感

瀬
戸
南
高　

佐
々
木
正
剛

早
朝
の
Ｍ
Ｌ
Ｂ
で
気
分
良
し

退
職
会
員　

西
村　
　

毅

野
球
児
の
戦
う
敵
は
梅
雨
の
空

美
作
高　

初
川　
　

渉

ジ
ブ
リ
漬
け
駿
ワ
ー
ル
ド
大
倉
庫

久
米
南
・
弓
削
小　

宍
戸　
　

亮

不
登
校
向
き
合
う
姿
勢
築
き
上
げ

退
職
会
員　

菱
川　

泰
博

◆
選
者
吟

コ
ッ
ペ
パ
ン
一
個
愛
し
い
君
が
い
る 

【
お
詫
び
と
訂
正
】

七
月
十
日
発
行
の
弘
済
会
報
一九
三
号
の

文
芸
の
ひ
ろ
ば
で
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

俳
壇　

万
波
照
世
様
の
句

（
誤
）
菖
蒲
の
首
飾
り
の
子
駆
け
て
来
る

（
正
）
苜
蓿
の
首
飾
り
の
子
駆
け
て
来
る

ご
投
稿
者
様
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た

こ
と
を
お
詫
び
す
る
と
と
も
に
、
こ
こ
に
訂
正

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

作
品
募
集

★
次
号
は
十
一
月
一
日
締
切

　

応
募
は
短
歌･

俳
句
・
川
柳
毎

に
分
け
、
は
が
き
に
作
品
（
三

点
以
内
）･

勤
務
先･

氏
名
を
明

記
。
事
務
局
教
弘
歌
壇
係
、
教

弘
俳
壇
係
、教
弘
柳
壇
係
ま
で
。

次
回
会
報
一
九
五
号
は
一
月
十

日
発
行
で
す
。

★
作
品
が
掲
載
さ
れ
た
方
に
は

図
書
カ
ー
ド
を
進
呈
し
ま
す
。

初
め
て
の
投
稿
、現
職
の
皆
様
の

ご
応
募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

必着



●教弘保険の特徴

●保障プラン

嬉しい２つのポイント

※この資料は概要を示したものです。詳細は学校担当ＬＣにお尋ねください。

教職員相互の助け合い　　　
教弘保険にぜひご加入ください

※�上記の内容は2024年9月現在の概要を示したものです。詳しくは，共済事業（提携保険事業）提携保険会社ジブラルタ生命のＬＣ
（ライフプラン・コンサルタント）にお問い合わせのうえ，「契約概要」「注意喚起情報」「ご契約のしおり・約款」を必ずご覧ください。

34歳以下の方に

ユース教弘保険
（災害割増特約付集団契約特約付勤労保険）

35歳以上の方に

新教弘保険Ａ型
（集団契約特約付勤労保険）

80歳まで継続できます

新教弘保険Ｋ型
（集団契約特約付勤労保険）

余命６ヶ月以内と判断される場合，生きている間に保険金を受け取ることができます。
●�余命６ヶ月以内の判断は，被保険者の主治医の診断や請求書類に基づいて，ジブラルタ生命の医
師の見解（場合によっては，社外医師のセカンドオピニオン）も含めて慎重に判断いたします。

●�余命６ヶ月以内とは，ご請求時において，日本で一般的に認められた医療による治療を行っても
余命６ヶ月以内であることを意味します。

加入例【月払保険料】
10口の場合　1,513円

死亡保険金
高度障害給付金
1,000万円

災害割増特約
災害保険金・

災害高度障害給付金
300万円

加入例【月払保険料】
10口の場合  3,510円

死亡保険金
高度障害給付金
1,000万円

既加入の新教弘保険Ａ型の
死亡保険金の範囲内で，医師
の診査等を受けることなく
加入でき，更新により80歳ま
で保障を継続できます。加入年齢 18～34歳

保障期間
39歳満了

（保険期間は5年満了
ごとに自動更新され，
39歳まで継続します。）

教職員専用で
オススメです

教弘保険の
ご案内

※１．5年満了ごとに自動更新され，39歳まで継続します。　※２．加入（更新）時年齢・性別によって保険料は異なります。

保障期間（17年） 保障期間（65歳まで）

＋

低廉な保険料
集団契約特約を付加することにより，低廉
な保険料で死亡・高度障害時の保障が得
られます。

※１

※２ ※２ ※２

1
POINT 各種特典があります

教弘保険加入の日教弘会員は，指定宿泊施
設利用補助，結婚・出産祝等の特典が受け
られます。

2
POINT

移行 加入 更新更新

65歳 70歳 75歳39歳

22歳，10口加入の場合加入例

生きている間に保険金が受け取れるリビング・ニーズ特約が付加できます

退職された後も
65歳まで保障は続きます ５年毎更新

⃝ジブラルタ生命コールセンター（教職員専用・通話料無料）　☎0120－37－9419
⃝岡山第一・第四・第六　☎086－271－2010　　⃝岡山第二・第三・第五・第七・第八・第九　☎086－234－7501
⃝津山　　　　　　　　　☎0868－22－4053　　⃝倉敷　　　　　　　　　　　  ☎086－422－1769
⃝笠岡　　　　　　　　　☎0865－62－4455　　⃝総社　　　　　　　　　　　  ☎0866－92－6550

ジブラルタ生命保険㈱岡山支社　各営業所　電話連絡先

80歳22歳
加入

令和４年４月より，保険料が22％引き下げられました。


